
令和元年３月１０日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策
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１：

60%
未満

・スーパーアクティブス
クール指定校としての研
究成果のもとに、昼、放
課後の活動の充実を図
り、全校体制で運動習慣
の向上を図ることができ
た。
・望ましい生活習慣につ
いての意識啓発を行い、
今後も体力向上の視点に
立った健康教育を推進し
ていく。

生徒、保護者
アンケートによ
る本校の教育
環境満足度

生徒、保護者
アンケートによ
る本校の体
力・健康・安全
に関する指導
の満足度

生徒、保護者
アンケートによ
る本校の学習
満足度
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以上
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以上
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70%
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上

２：

60%
以
上

生徒、保護者
による「地域に
開かれた学
校」満足度

目標に対する成果指標

２：

60%
以
上

４：

85%
以上
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学校関係者記入欄

令和元年度　大田区立石川台中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

教育目標 ：　・思考力に富む生徒　・実行力のある生徒　・情操の豊かな生徒　　を受け、「これからの社会に貢献する人間性豊かでたくましい人」を育てる
学校規模 ：　生徒数 １８６（5月1日現在）　　学級数　６学級（１～３年各２学級）
特色ある教育活動 ：　小規模のよさを生かした落ち着いた環境での学習      小規模のよさを生かした「自覚ある生徒」を育てる学校行事
　　　　　　　               スーパーアクティブスクール校（平成２８・２９・３０年度）としての研究成果を生かし、体力向上の視点に立った健康教育
　　　　　　　　　　　　　 保護者、地域、学校支援地域本部の協力を得た活動

生徒、保護者
アンケートによ
る本校の生活
満足度

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可
能である　の４点について、 評価した人数を記載する。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

・学校だより、学年だよりは、
定期的に発行することができ
た。学年だよりは学校生活の
様子がよくわかると保護者か
らの評判も高い。HPにおける
生徒の活動情報の公開に関し
ては個人情報保護等の観点
から難しいことも多く、今後、
内容面の工夫を考えていく。
・学校支援地域本部の支援に
より職業講話や長期休業中の
自習室等が実現した。
・地域主催行事へ生徒がボラ
ンティアとして積極的に参加で
きた。参加生徒に偏りが出な
いよう配慮していく。
・民生児童委員の方々には登
校支援が必要な生徒に携わっ
ていただいた。本当に感謝し
ている。今後も是非お願いした
い。

・ホームページの開設、地域を生かした特色の教
育活動、地域ボランティアに生徒会だけではなく参
加可能な生徒も積極的に参加するといいと思いま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・学校支援
地域本部の方々の「縁の下の力持ち」のような働
きは子どもたちに「人が見ていない所でも頑張る」
気持ちを育てていると思います。
・地域教育連絡協議会をはじめ、学校公開、地域
行事への積極的な参加などを通じ「地域に開かれ
た、皆に親しまれている学校」を感じています。今
後も家庭、地域と連携した教育活動をよろしくお願
いいたします。
・少しづつ不登校の生徒も学校に馴染んでいって
いる様子がみられ、学校と地域が一体化して盛り
上げていっている様子でうれしく思っています。今
後も生徒が地域の大人と触れ合う機会が増えるこ
とを期待しています。
・ボランティアへの参加素晴らしいと思います。今
後のさらなる地域での活躍を期待しております。地
域社会の一員としてできる限りの協力はしていき
たいと考えています。
・来年度の入学者の数が全てを物語っているもの

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

３：

70%
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

地域貢献による学校と地域の連携を図る
ため、生徒を地域防災訓練やその他の地
域ボランティアに積極的に参加させるよう
情報提供や呼びかけをした。
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２：

60%
以上

１：

60%
未満

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

すべての教科でホワイトボードを活用した
小グループでの学習を取り入れ、「主体
的・対話的で深い学び」に取り組む。

１：

60%
未
満

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

目標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

スーパーアクティブスクール校としての研
究成果を生かし、全校でスポーツ活動に取
り組む機会を設けるとともに、全教員が協
力して運営し、運動習慣の向上を図る。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

　
・石川台中学校の生徒の積極的な姿勢は
評価できます。あわせて不登校生徒の教
育にも先生方のお力をお願いいたします。
・先生方が一丸となって生徒を見守ってい
る様子がとても良くわか　りました。
・生徒の学習の習熟度に差が出てくる現状
があるかと思いますが、これまで同様、生
徒一人一人への丁寧な対応を継続される
ことを望みます。
・小規模校らしく行き届いた内容の授業が
行われており、学習態度もとても良いと思
いました。別室登校の生徒の参加もうれし
い出来事でした。
・生徒一人一人が意欲・関心を持って学ぶ
姿が見られる。

・数学到達度についてス
テップ学習チェックシート
が活用できた。
・英語、数学の補習教室
は軌道に乗っており、生
徒の自主的な学習態度も
身についてきた。個別指
導が功を奏し、普段別室
登校の生徒も補習教室に
は来室することができた。
・今後も授業内における
小グループ指導を適宜取
り入れ、ミニホワイトボー
ドの活用を図ることにより
「主体的・対話的で深い
学び」に取り組む。

１：

60%
未満

　
・「豊かな心」難しい課題ですね。学校いじ
め問題、いじめ早期発見、不登校問題等
がある限り豊かな心の育成が大切な課題
だと感じました。
・地域連絡協議会等で不登校問題をはじ
めとした案件に丁寧に対応されている印象
を持っております。先生方のご苦労を推察
いたしますが、今後も継続的な取組みを望
みます。　　　　　　　　　　　　　　　・生徒の
皆さんが素直で挨拶も身についていて行き
届いた指導ができているように思いまし
た。
・小学校と連携した取組、情報交換、道徳
公開講座真摯に取り組んでいる。
・道徳教育で外部講師(ｹﾞｽﾄﾃｨﾁｬｰ)など積
極的に活用しても良いと思います。
・自主性が良く目に付きます。指示される
のではなく自ら取り組む姿勢が気持ちいい
です。先生方の丁寧な生活指導の結果だ
と感じます。生徒一人一人に心を配ってい
る感じが良く分かります。一人一人に寄り
添った指導をこれからも期待しています。

　
・日頃の先生方のお話から、部活動をはじ
めとした体力向上に力を入れられていると
感じます。「食育」を含めた体力・運動習慣
の維持・向上に期待しております。
・アクティブスクール指定校として一生懸命
取り組んでいる様子が見られた。
・健康面に配慮した体力向上増進教育に
期待します。
・「石中タイム」いいですね。運動能力の高
い生徒だけではなく、底上げもしっかりやっ
ていただいていることが良く分かります。

　
・ホームページの開設、地域を生かした特色の
教育活動、地域ボランティアに生徒会だけでは
なく参加可能な生徒も積極的に参加に参加す
るといいと思います。
・学校支援地域本部の方々の「縁の下の力持
ち」のような働きは子どもたちに「人が見ていな
い所でも頑張る」気持ちを育てていると思いま
す。
・地域教育連絡協議会をはじめ、学校公開、地
域行事への積極的な参加などを通じ「地域に
開かれた、皆に親しまれている学校」を感じま
す。　　　　　　　　　　　　　・立派な教育目標を達
成するためには教員の指導力も問われるがそ
のために教員に過度の負担がかかることのな
いように配慮することが必要と思います。
・人的環境、物的環境、地域的環境が全て揃っ
ていると思います。また、その運用についても
適確だと思います。

・小学校との連携を大切
にし、道徳教育を中心とし
て継続した研修をするこ
とができた。
・定期的に会議を開くこと
により情報交換を密にな
り、問題行動や不登校問
題に組織的に対応し、関
係機関とも連携をとること
ができた。
・生活指導主任を中心に
学校生活調査の結果を
分析し、事象の未然防
止・早期発見・早期解決
を図るために組織的に取
り組むことができた。
・道徳教育についての研
修をさらに深め、様々な
資料を活用した授業を展
開する等、道徳指導の充
実を図る。
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・全教員が区や都の主催
する研究発表会に参加
し、その後の授業に生か
すよう、努力している。
・ICT機器を活用した授業
を展開してきた。今後は
生徒用タブレットの有効
活用を図る必要がある。
・校内委員会を毎週行
い、特別支援教育を推進
した。
・学校特別支援員（次年
度は特別補助員）の配置
時間増が望まれる。

３：

70%
以
上

２：

60%
以
上

１：

60%
未
満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

生徒、保護者
アンケートによ
るあいさつ・対
人関係項目に
肯定的な回答
の割合

４：

85%
以
上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

　
・パソコン関係(ITC)機器活用は大切だと感じま
すが、何より生徒の自主的・自発的な取組み
が大切だと感じます。その点石川台中の良く取
り組んでいると思います。挨拶は受け身ではな
く、自分から挨拶ができるといいと思います。
・随所でITCの特性を生かした授業が行われて
おり、生徒が将来社会に出たとき、大変ために
なると思いました。
・学校を訪れる際に多くの生徒から「あいさつ」
をしっかりされていることに好感を持っておりま
す。ボランティア活動にも積極的でコミュニケー
ション能力の高さを感じます。今後も挨拶をは
じめとした「生活の決まり」を指導されていくこと
を期待します。
・大田区青少年表彰、模範青少年部門団体賞
受賞おめでとうございます。開校６５周年記念
式典参加の折の授業参観、ITC機器が途中で
操作不能は興鮫してしまうので要注意。昨年度
より教室の空気が柔らかくなったように思われ
ます。生徒同士アドバイスしているのも微笑ま
しい。
・ITC機器を活用した授業は評価します。その
効果を知りたい。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。 ３：

70%
以
上

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

１：

60%
未
満

3

・ICT機器を活用した授業
が定着してきた。今後も
生徒の学ぶ意欲を育てる
授業を展開する。
・コミュニケーションの基
本としての挨拶につい
て、全校体制で指導をし
てきたが、まだまだ不十
分である。一部の生徒か
らもそういった声が上がっ
ている。生徒の自主的・
自発的な取組みを大切に
し、指導を継続していく。
・人権教育の推進につい
ては、道徳の授業が中心
となっている。今後はさら
に細部に気を配り、授業
を展開していく。

44


